
 
 
 
 
 
 
 
 
      

ともに「人とかかわり、つながり、自己発揮できる力を育む学校」を目指す 
教頭 寺沢 圭司 

 
４月もあっという間に終わろうとしています。新学期が始まり、子供たちは新しい生活や

仲間にも慣れてきたところです。子供・保護者・学校それぞれがさらに成長できるために、
校長が示した学校経営方針「人とかかわり、つながり、自己発揮できる力」をもとにして  
４月を振り返ります。 

 
【子供】 
 ○上級生を中心に、学校のきまりを守り、自発的にあいさつしています。 
 ○友達と朗らかに過ごす様子が見られ、学校全体が落ち着いてきたように感じます。 
 ●廊下では「静かにする」「歩く」といった、相手のことを考えた判断・行動には課題

が見られます。 
  ●衝動的に相手を傷付ける言葉や行動が見られます。 
 

【保護者】 
  ○三校一声親子登校を３回行いました。その中で、ご協力いただいた方が毎回６０名以

上おり、保護者の皆さんのお力添えで安全・安心な学校づくりに向かえています。 
  ○先日の学校からのお便りで「忘れ物」についてお知らせ（自分の持ち物に責任をもつ

こと）いたしました。それをきっかけに、忘れ物を届ける保護者の方が減っています。
お子さんの持ち物について一緒に考える保護者の方が増え、うれしく思います。 

  ●学校から送信する、さくら連絡網のタイトルに「緊急」「重要」があったときには、
必ず目を通してください。 

  ●学校で起きたトラブルは、学校で、子供間で解決することを通して、子供の「人とか
かわり、つながる力」を育てたいと考えます。学校は、お子さんが将来、社会で必要
な「トラブルを自分の力で乗り越える力」を身に付けたい考えです。 

※ご家庭でお子さんのトラブルを聞いた際は、次の登校日にお子さんから担任に伝える
ようお声かけいただくとともに、保護者の方は連絡帳等で学校へお知らせください。 

 
 【学校】 
  ○学年内教科担任制を始めたことで、子供たちにとって「学級担任の先生」から「学年

の先生」という受け止めが進んでいるように感じます。 
  ○連絡チャットを活用することで、職員の中の話だけでなく、学校の教職員誰もが子供

の情報を共有することができ、対応が迅速になっています。 
  ●友達とうまく関われない、集中できないなど、特別な支援や配慮を要する子供に対す

る手立てを構築し、保護者の皆さんと連携して取り組む体制を整えているところです。 
  ●通学路や横断歩道の使い方を確かめ正しく行うなど、子供が安全に登下校・生活でき

るよう、きまりや危機管理体制を整えているところです。 
 
 失敗は成長のチャンス。自分の力で振り返り、次に生かそうと決め、それができたとき、
子供は成長します。保護者の皆さんと学校は、子供の成長を支えるパートナーです。「人と
かかわり、つながり、自己発揮できる力」を子供に身に付けるため、大人として温かく見守
り、時に厳しく伝える。保護者の皆さんも学校もそうありたいと願います。５月もどうぞよ
ろしくお願いいたします。 
 
 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №２ 令和７年４月２６日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 
 

５月の行事 
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